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報道関係者各位                                                2018 年 3 月 8 日

東京都文京区本郷 1-26-3  理事長：愛知太郎

東洋学園大学（本部：文京区本郷）は、2020 年東京オリンピック・パラリンピック競技大会（以下、東京 2020 大

会）の大学連携協定を締結しており、同大会に向けたオリンピック・パラリンピック教育やグローバル人材育成、

広報等に取り組んでいます。また東洋学園史料室では 1964 年オリンピック東京大会の貴重な資料を所蔵して

います。そこで今回は、本学の「新国立競技場建設 定点観測プロジェクト」と「元学長・文相 愛知揆一の 1964

年オリンピック東京大会資料」についてご紹介いたします。

本学グローバル・コミュニケーション学部の「情報化社会ゼミ」（荻野博司教授）では、オリンピックとメディア報

道の関係性を軸に研究を行っており、東京 2020 大会に向けた新国立競技場建設の定点観測プロジェクトを実

施中です。

                               

                               

本プロジェクトの目的は、情報化社会における報道の現場を学生が実際に取材することであ

り、具体的な活動内容は、株式会社河出書房新社にご協力いただき、同社の屋上から新国立

競技場が建設される様子を約 4 年間にわたって撮影・記録するというものです。2016 年 5 月の

第 1 回目の撮影以降、2 週間に 1 回のペースで観測を続け、東京 2020 大会に向けて競技場

や街の様子がどのように変わっていくかを取材しています。

荻野教授は、「1964 年東京大会で日本中が沸いた特別な 15 日間を知る者として、当時の躍

動感を伝えるとともに、学生たちがオリンピックに関わる機会をつくることで、その体験や感動を

次代へとつないでほしい」と、このプロジェクトへの想いを語っています。

“2020 年への記録” 「新国立競技場 定点観測プロジェクト」と

“1964 年の記憶” 「1964 年オリンピック東京大会資料」のご案内

～2016 年からの定点観測画像、前大会の聖火用トーチ・記念品等の資料がご紹介可能です～

1. 「新国立競技場建設 定点観測プロジェクト」

（2016/05/11） （2016/10/12）

（2018/03/06）（2017/10/12）（2017/05/24）

荻野博司教授



東洋学園史料室では、1964 年第 18 回オリンピック東京大会当時の文部大臣で、文相就任まで本学学長を

務めた愛知揆一が所有していた同大会資料約 50 点を保存しています。

愛知揆一はオリンピック実施に密接に関わる文部省の長として、財団法人オリンピック東京大会組織委員会

の理事を務めました。愛知元学長の所蔵資料を引き継いだ本学史料室では、聖火用トーチ、五輪旗、組織委員

会記念のプレートがつくソニーの超小型テレビ、組織委員 ID カード、同識章バッヂ、同記念アルバム、組織委

員会用の開閉会式実施要領、国際オリンピック委員会総会開会式プログラムなど、一般にはあまり目にするこ

とのできない資料を保存しています。これらの資料は通常は非公開ですが、事前にご連絡いただければ撮影等

が可能です。

愛知揆一（あいち きいち／1907～1973） プロフィール

大蔵大臣、外務大臣、内閣官房長官などの主要閣僚を歴任。東洋女子短期大学第 2 代学

長を経て 1964 年 7 月、第三次池田勇人内閣の文部大臣・科学技術庁長官（現代の文部科

学大臣）に就任、オリンピック東京大会組織委員会（OOC）理事を務めた。本学を設置する

学校法人東洋学園理事長愛知太郎の祖父にあたる。

【アクセス】

東洋学園大学 本郷キャンパス （東京都文京区本郷 1-26-3）

東京メトロ「本郷三丁目」駅 徒歩 4 分

JR「水道橋」駅（東口）徒歩 7 分

都営三田線「水道橋」駅（A6 出口）徒歩 3 分

＊本件に関するお問い合わせ先＊ 東洋学園大学 広報室 （担当：木村・清水）

電話 03-3811-1783 FAX 03-3811-5176 e-mail:koho@of.tyg.jp http://www.tyg.jp/

2. 「元学長・文相 愛知揆一の 1964 年オリンピック東京大会資料」

開会式入場券

観覧席座席クッション

第 62 次 IOC総会開会式プログラム

OOC記念品 超小型テレビ（SONYモデル 5-205）

五輪旗（オリンピック・シンボル）

聖火用トーチ


